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1. はじめに

　自身が大学で担当している授業は工芸科指導法という科目で、高等学校芸術科工芸の教職

課程のひとつである。この授業の中で、「自然素材とエコロジカル教材」を取り上げて研究

実践している理由は以下の二点である。

　第一は、より実感のある社会課題を題材に取り上げることで、社会に通用する「生きる力」

の獲得を促すことができるためである。ここでいう「生きる力」とは目の前の問題解決能力、

すなわち、現実的な社会課題を解決しようとする力である。

　第二は、手に入り難い特別な材料ではなく身近にある材料を活用することで、工芸の基本

である「生活に役立つものをつくる」ことが、より身近に、より自然に行うことができるた

めである。

　また、学習指導要領の芸術科工芸科目の内容には、「身近な生活と工芸」と「社会と工芸」

という項目が設定されていることからも、工芸科教育の教材開発や研究において、社会課題

を念頭に置き行う必要性がある。そして、そのような課題を設定することが、工芸科教育の

中では可能であり、工芸科教育に適した課題設定であると言える。

　近年、「アクティブ・ラーニング（能動的学修）」の取り組みが推奨されているが、元来、

講義形式ではない実技実習系の工芸科授業において、体験学習や問題解決学習を含む能動的

学修の授業は展開し易い。仮に、その工芸科授業において、能動的学修が実現できていない

とすれば、その要因として、題材の設定が適切ではなかったり、導入時の動機づけが上手く

いかず、生徒にとって魅力のないもの、無意味と感じるものとなってしまっているからであ

ろう。前述の「生きる力」と同様で、より身近で現実的な課題を見出して扱うことが、能動

的な教育実践には必要である。

　工芸科教育の教科指導法を教えている自身としては、上記のような考えを基本として教材

開発と研究に努めている。
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2. 教材事例「竹箸をつくる」

　以前、工芸科の教科書で、木工の最初の教材としてペーパーナイフ制作が掲載されてい

た。その教材には、デザインから木取り、切断、切削、研磨などの基本的な木工の技法が含

まれていて、そのため木工の最初の教材として取り上げられていると考えられたが、ただ、

それを行う生徒にとって、実感としてペーパーナイフのような道具を使う生活習慣は殆どな

い。使用材料も外国産のローズウッドやチークなど、近年においては高価で希少な木材であ

り、安易に消費すべきものではないと思われた。それは、「身近な」道具でも、「身近な」材

料でもなく、自身が行う授業において教材として取り扱うには、社会とのズレを感じて抵抗

感があった。そのような経験から、「日本」らしい「身近な」材料の竹を素材に、生活文化

の中で「身近な」道具である「竹箸」をつくることを選択し、教材開発と実践を行うに至った。

　竹は日本では多くの地域で自生していて、過去には竹を使った工芸品も、多くの地域で生

産されてきた。しかし、生活様式の変化などで竹製品自体の生産も減少し、竹の加工ができ

る職人の数も減り、店頭の竹の工芸品は高価な国産品に取って代わり、東南アジア等の海外

からの廉価な輸入品が並んでいる。伝統的な竹工芸の技術が伝承されなくなるのは、ひとつ

の社会課題である。

　また自然環境においても、従事者の高齢化や後継者不足のため竹林の手入れが不十分で、

竹林の多くは山裾の傾斜地や土手の土留めとしての役割も担っていたが、間引きも十分され

ずに地下茎も浅くなり、多雨時には表層土砂崩れの危険性も高くなっている。竹という資源

に着目し有効利用を考えたり、自然環境の保全への認識などを持つこともまた、ひとつの社

会課題である。

　この教材である「竹箸をつくる」の授業では、上記のような社会課題を取り上げて、竹の

話、日本の食文化としての箸の話など導入時のレクチャーを行った後、受講生が実際に竹鋸

で竹を切るところから初め、竹鉈での竹割り、小刀での切削、ヤスリでの研磨、バーニング

ペンでの加飾、食用可能な乾性の工芸オイル（くるみ油、荏油など）を使った塗装で仕上げ

とした。授業のまとめとして、完成した箸を実際に使いランチなどを食べる実践と、竹箸の

使用感について相互に感想を述べる鑑賞も行った。工芸の鑑賞における大きな特質は、完成

作品が実際に使用できることにある。

　受講者の学生にとって、今まで竹という素材で制作したことが全く無い様子で、初めての

体験として興味深く熱心に制作に取り組んでいた。また、抵抗感のある小刀での切削の工程

も忍耐強く行い、完成に至った時は満足感を感じた学生が殆どであった。記載の他教材と違

い制作に掛かる時間が長く、比較的持続力を必要とする手ごたえのある教材と言える。
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3. 教材事例「ペットボトル・キャンドル」

　現在、大きな社会課題のひとつに取り上げられるものとして、環境問題がある。環境問題

は、エコとかエコロジー（ecology）と言われているが、元来、エコロジーとは生態学のこ

とであり、人間を含めた生物とその環境との相互関係を研究する学問である。また、エコロ

ジーとは、エコ（環境）を考えることであり、エコロジカル（ecological）とは自然や環境

と調和するさまを表している。そして、教育を受ける生徒にとって、将来の地球のエコ（環

境）のことは、とても重要なことである。現在の地球における環境問題は、紫外線問題、大

気汚染、ごみ問題、森林破壊、水質汚染などがあり、これらの解決の方策を探ることが社会

課題であり、同時に教育課題と捉えることができる。それらの中から生徒にとっても「身近

な」実感を伴う問題としてごみ問題に着目した。

　ごみ問題には、リデュース（reduce 減量）、リユース（reuse 再使用）、リサイクル（recycle

再生利用）の「3 R」に代表される対処方法があり、マスコミなどを通じて広く一般化して

いる現状ではあるが、分別回集の基準が地方自治体によって異なったり、詳細が分かり難い

こともある。また、リサイクルを行うにはエネルギーが必要であり、エネルギー消費量の削

減には、リデュース・リユース・リサイクルの順に効率が良く、ごみの中には資源として使

用可能なものもあり、そのためにゴミの分別が行われている。そのような現在から未来へと

続くゴミ問題に対して、未来を担っていく学修者自身に意識を高く持ってもらうことが必要

なことである。

　この教材である「ペットボトル・キャンドル」の授業では、上記のような環境問題の話

など導入時のレクチャーを行った後、受講生各自が調達した工夫できそうな形のペットボト

※参考作品（竹箸をつくる）
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ルを、デザインしてから概形を万能バサミなどで切断し、ホットボンドを使った模様やスプ

レーのりを裏面から噴霧するスモーク表現などで加飾して仕上げとした。授業のまとめとし

て、完成したキャンドルを実際に暗闇で点灯して、受講生自身が空間の雰囲気を感じ取った

後、作品について相互に感想を述べる鑑賞を行った。なお、高いリサイクル率であるペット

ボトルを材料にしているので、ごみに戻さない完成作品を制作することも肝要である。

　受講者の学生にとって、今までゴミに出していた素材で制作することや、ホットボンドな

ど新たな道具類を使うことも珍しく、意外性を強く感じた様子で興味深く熱心に制作に取り

組んでいた。また、前述の竹箸と違って切削に伴うような抵抗感が無く、比較的短時間で完

成に至るので、複数制作しながら理想形に近づけることが望まれる教材と言える。

※参考作品（ペットボトル・キャンドル）

4. 教材事例「みだれ編みのランプシェード」

　前述の二つの教材事例は、それぞれ自然素材とエコロジカルなものを扱ったものだが、こ

の教材事例は、その両方の要素、自然素材とエコロジカルなものとを使った事例である。大

学の授業においては、資料提示のみに限っているが、十数年前には高等学校工芸科の授業と

して実際に扱った教材である。

　この教材である「みだれ編みのランプシェード」の授業では、自然素材である籐を材料と

して乱れ編みで形をつくる。このとき古新聞紙を丸めてビニール袋に入れ、周囲にガムテー

プを巻いて型にし、周囲に沿って籐で編んでいく。編む順序に縛られない乱れ編みで編むこ

とで自由な形状がつくり易い。そして望む形になったところで、丸めた古新聞紙を取り出し

中の型を抜き取る。次に、牛乳パックを煮沸してコーティングを剥がした後、ミキサーで撹
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拌して作った紙の溶液を、成形された乱れ編みの籐にかけて和紙調のランプシェードを完成

させる。授業のまとめとして、完成したランプを実際に点灯して、生徒自身が空間の雰囲気

を感じ取った後、作品について相互に感想を述べる鑑賞を行った。

　受講した生徒にとって、籐という自然素材に触れたり、紙の溶液をつくり紙を成形するな

ど、初めてで珍しい体験でもあり興味深く取り組んでいた。また、時間的には前述の竹箸と

ペットボトル・キャンドル、二つの教材の中間程度の時間を要した。

　この教材は、伝統技術や自然素材、環境問題など、複数の課題を含んだ教材として成立で

きているので、今後、大学の授業においても資料提示に限定せず、実際の教材実習として取

り入れたい。

※参考作品（みだれ編みのランプシェード）

5. おわりに

　近年、中学校の芸術教科の授業時数減など、芸術教科の軽視が見受けられる。特に、高等

学校芸術科工芸や中学校美術科工芸領域などは、開設状況や授業内容も、絵画や平面系デザ

インなどに比べて、充実した授業実践がなされていない現状がある。教材の準備や開発、指

導法、制作技法、材料の入手、途中作品の保管場所、準備と後片付けなど、容易ではない

様々な課題もあり、高等学校芸術科工芸は、全国的に開設校数が極めて少なく、普通科高校

における開設校無しの県が殆どである。芸術科目の必修選択制が学習指導要領には明記され

ているが、生徒からすれば開設していないと選択すらできない。そのこと自体が問題になら

ないのが現在の学校教育界である。
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　現在、上記のように工芸科教育にとっては、あまり明るくない周囲の状況ではあるが、

「生活に芸術を生かす」、「環境に配慮した教材を開発する」、「使い捨て文化を見直す」、「地

産地消」、「身近な手道具を使う」、「伝統と文化を再認識する」などの観点からも、工芸にお

ける諸教材は「教材の宝庫」と言えるほど、様々な実践が期待できる領域である。

　蛇足になるかもしれないが、工芸と言うと伝統工芸の印象が強いが、工芸科教育の中に

は、現在のデザイン領域を多く含むことが明らかで、工芸とは生活用具生産の活動であり、

デザインとは人間の行為をより良いかたちで適えることであり、目指す方向は同一のものと

考えられる。

　工芸科教育というものに、周囲からの理解と推進力を与えていく方策として、伝統工芸と

いう古い印象から、デザイン領域をも取り込んだ、現代に通用する価値観を持ったものであ

ると、訴求に努める必要を感じる。そして、今回取り上げた自然素材やエコロジカル教材の

活用のような、生徒にとって身近で有意義な教材の必要性を強く感じる。ここでは、例とし

て三例のみを取り上げたが、様々な環境問題をはじめとする社会課題を教育課題として捉

え、念頭に置いた教材の開発が今後も可能であると考える。

　与えられた教材をつくり完成させることだけで、工芸科の授業が成立するわけではなく、

生徒が自ら求めたくなるくらいの、魅力的な題材設定や指導目標の構築が授業には必要であ

り、ものをつくり完成させること以上に、そのものをつくることの背景や意義を理解し体得

することが、もっと大切なことではないか。工芸科教育の周知や発展のために、今後とも、

模索しながも、そのような理想的な教材開発と研究を継続していかねばならない。

　最後に、参考資料として扱ってもらうことを願って、ここで取り上げた教材の授業プリン

トの一部を掲載しておきたい。
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※授業プリント（竹箸をつくる）
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※授業プリント（ペットボトル・キャンドル）




